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東浦町ＳＰ通信 
～東浦町では、学生ボランティアを“職員の仲間”という思いを込めて、 

「SP」または「スクールパートナー」と呼んでいます。～ 
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１月２９日 片葩小ウィークリーＳＰの様子 
 

 １月２９日（月）、この日は片葩小学校で５人のＳＰさんが活動してくれていました。 

 

 

 横井ＳＰは、１年生の音楽の授業で支援をしていました。１年以上、週

２回の活動を続けている横井ＳＰ。一人の子どもにしっかり寄り添いな

がら、周りの子の様子も気にかけてくれています。担任の先生とコミュニ

ケーションをとりながら、楽器の準備をしたり子どもたちに声をかけた

りしていました。「これ、先生が２人いるみたい……。」と思いました。「Ｓ

Ｐさんがいるから、より質の高い授業ができる」と、以前現場の先生が仰

っていたことがありますが、横井ＳＰの支援はまさにその通りでした。 

 

 酒井ＳＰは、１年生の生活の授業で、鬼のお面づくりの支援をしていま

した。酒井ＳＰはとにかく積極的。「ここはこうじゃない？」「どうする？」

と、子どもたちに自分から声をかけていました。積極的に動いて、声をか

けて、子どもの反応を見て、修正していく。学生のうちから、子どもと関

わる力をどんどん磨いています。 

 

 川端ＳＰは、３年生の英語の授業で支援をしていました。この日、川端

ＳＰを見てびっくりしました。雰囲気が夏に比べてぐっと良くなってい

ました。先生のまとう“雰囲気”を、子どもたちは敏感に察知します。以

前よりずっと穏やかな雰囲気になった川端ＳＰ。きっと普段の活動で「子

どもに寄り添おう」と意識して、丁寧に関わってくれているのではないか

と思います。 

 

 宮崎ＳＰは、６年生のなわとびの授業で支援をしていました。高学年に

なると、ほとんどの子は自分で課題に取り組めるようになります。宮崎Ｓ

Ｐは、声をかけるのをぐっと我慢していました。そして、子どもが「見て

た！？」と声をかけてきた瞬間に、笑顔で「見てたよ！」と応えていまし

た。大人でもそうですが、“見ていてくれる”と嬉しいものですよね。「何

もできていないな……」と思うＳＰさんもいるかもしれませんが、“見守

る”ことも実は子どもたちの安心感に繋がっています。 

 

 



 

時間的な都合で、残念ながら池之迫ＳＰ支援の様子を見ることはできませんでした。池之迫ＳＰも、

夏休みの「わくわく算数教室」を経てウィークリーＳＰとして活動を始めました。「活動はどう？」と聞

くと、「楽しく活動できています」と芯の通った声で答えてくれました。一見クールに見える池之迫ＳＰ

ですが、実は内にとっても熱いものを持っていると私は感じています。また次回、様子を見させてくだ

さいね。 

 

 

 

１月も後半に入り、多くの大学が春休みに入り始めました。「この機を逃すまい」と、各小中学校では

たくさんのＳＰさんが積極的に活動をしてくれています。「２月・３月の春休み期間だけでもウィーク

リーＳＰとして活動させてほしい」「せっかくの春休みだから、週２回活動したい」「時間がある今だか

らこそ、他の学校でも活動してみたい」という、意欲・意識の高いＳＰさんばかりです。“感心”の一言

につきます。昨今、教員採用試験の倍率が下がっており、教師を目指す人も少なくなってきているとよ

くメディアで報道されています。それでも、「教師になりたい！」「現場に出る前に学びたい！」と東浦

町のＳＰ活動に飛び込んできてくれる大学生がたくさんいるのを実感しています。そんな意欲の高いＳ

Ｐさんを、全力で応援・サポートします！ 

 


